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「とめ生きもの多様性プラン」の構成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 役割分担と進め方 各主体の役割、推進体制、進行管理 

「指標」及び「取り組み目標」に基づく順応的な進行管理 

 

第２章 

・登米市の自然環境の現状 

・登米市における人と自然の関わり 

・環境保全に関する取り組みの状況 

生物多様性の現状 

生物多様性の課題 ・登米市の生物多様性の課題 

第１章 本プランの概要、対象地域、計画期間 策定にあたって 

はじめに 私たちを支える生きものの命のつながり 策定の趣旨 

第４章 生きものと共生する持続可能

な森づくりと、森の恵みの持

続的な利活用 

人と森の共生エリア 

生きものと共生する農業を通

じた、農村地域の自然環境の

質の向上と地産地消の推進 

ラムサール条約湿地に登録された伊

豆沼・内沼、蕪栗沼・周辺水田の国

際的なブランドを活かした、水辺の

恵みの持続的な利活用 

 

人と農の共生エリア 人と水辺の共生エリア 

行動計画 

第３章 

登米市が目指す姿 2050 年（平成 62 年）の将来像 

イヌワシやマガン、アカトンボが舞い 豊かな森と水辺と田んぼのつながりに支えられた 

登米市  ―自然の恵みに支えられ、子どもの笑顔が輝く魅力あふれる地域の実現― 

登米市における生物多様性保全に関する考え方（基本方針） 

基本方針 1 

生物多様性の基盤

となる豊かな自然

の保全と再生 

基本方針 2 

自然と共生し、自

然を回復・再生す

る公共事業の推進 

基本方針 3 

自然環境と経済の

調和の取れた地域

の実現 

基本方針 4 

生物多様性保全に

関する情報の見え

る化 

 

基本方針 5 

周辺自治体との広

域連携 

地理的・社会的条件を踏まえて３区分したエリアごとに取り組みを推進 

 



 

2 
 

はじめに  

 

― 私たちを支える生きものの命のつながり ― 

 

私たちの命は、自然がもたらすおいしい水や空気、食べものなどの様々な恵みによって支えら

れています。多様な生きものと、生きもののすみかとなる森や川、海などの様々な自然のつなが

りが健全な状態にあることで、私たちは自然から多くの恵みを得ることができます。 

 

地球の誕生以来、長い時間をかけて形づくられた、生きもののつながり（生態系）のなかで私

たちは命を授かり、毎日の生活を営んでいます。地球上のあらゆる生きものは、食べる・食べら

れる、すむ場所が重ならないようにするなどの様々な関係の中で、複雑につながりあって生きて

います。この様々な生きものたちの命のつながりが生物多様性です。 

  

私たちが生きていくうえで、欠かすことができない水や農産物、魚介類、木材などの資源は、

健全な生態系があることでもたらされています。また、身近にさまざまな生きものがいることに

よって、私たちの文化が築かれ、精神的にも豊かな生活を送ることができます。しかし、開発や

資源の過剰な利用などで、ひとたびそのバランスが崩れると、元通りに回復するにはとても長い

時間と、たくさんの労力やお金がかかるうえ、場合によっては二度と回復できないこともありま

す。私たちがこれからも地球で暮らしていくうえで、人と自然のつながりを将来にわたって持続

することが大切であり、そのためには私たち一人ひとりが、自然の恵みを上手に利用しながら、

身近な自然を大切に育む暮らし方を率先して実行することが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年 3 月に発生した東日本大震災を経験して私たちは、科学技術に支えられた便利で快

適な暮らしや物質的な豊かさが、自然という人為の及ばない大きな存在のうえに成り立ってい

ることを改めて認識しました。本市の経済は、明治時代以降のわずか100年ほどの間に、めざま

しい成長をとげましたが、その一方で、宅地の開発や、食料の増産を目的とした干拓や土地改良

事業などによって多くの湿地が水田に姿を変えました。 

 

こうした現状を踏まえて本市では、今後の環境保全のあり方を示した、登米市環境基本条例

を平成 19 年に制定し、翌年に登米市環境基本計画を策定するなど、自然と共生したまちづくり

毎日の「いただきます」という言葉には、生きものの命

（自然の恵み）をいただくことに感謝するという意味が

込められています。私たちの命は、生きものと自然と

のつながりが健全であることで支えられています。 
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の実現を目指してきました。また、この計画に基づいて、市内の各地域では、市民や NPO、企

業、学校、市などの多様な主体による環境保全の活動が行われています。しかし、市内の沼や

河川の水質の悪化や、手入れが十分に行き届かずに放置されて荒廃しつつある森や農地、年々

その分布を広げつつある外来生物など、まだ解決策が明らかになっていない課題も含めて、私

たちの身近な自然はいくつもの課題を抱えています。 

 

そこで、これまでに市内の各地域で個別に行われていた環境保全の取り組みを、川の上下流や

地続きの森林など、より大きな自然のつながりの中で捉え直し、登米市が目指すべき将来の姿を

見定めるとともに、市全域の生きものと自然のつながりを、本来の健全な状態に戻すために必要

な行動を整理したものが本プランです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


